
細胞骨格、接着、基質、移動

三つの線維系

細胞形態は能動的な力学状態

アクチン線維、微小管、中間径線維

架橋因子、モーター、接着複合体で相互作

用

アクチンとミオシン

プラス端とマイナス端を持つ極性線維

Arp二・三は分枝、フォルミンは長い線

維

プロフィリンは単量体付加、コフィリンは

回転

皮質は変形に抵抗

束は微絨毛、不動毛、ストレス線維不動毛はアクチン性、線毛は微小管性

スペクトリン欠損は溶血を起こす

ミオシン二がアクチン網を収縮線維極性が移動方向を決定

微小管と線毛

アルファ・ベータチューブリンの中空重合

体

動的不安定性で細胞質を探索

キャップ喪失で破局

レスキューで再伸長

中心体が双極性紡錘体を組織

キネシンはプラス端、ダイニンはマイナス

端
異常は遠位軸索変性を起こす

運動線毛は九対プラス二本で粘液除去

一次線毛は九対プラス零本で感覚異常は呼吸感染、不妊、左右軸異常

中間径線維

引張強度の高い非極性ロープ状線維

ケラチンは上皮、ビメンチンは間葉細胞

デスミンは筋、ニューロフィラメントは軸

索

グリア線維性酸性タンパク質は星状膠細胞

組織特異的発現が病理診断に役立つ

変異は水疱、脆弱化、変性

細胞接着と結合

カドヘリンはカルシウム依存性細胞間接着

インテグリンは基質に結合し両側から調節

接着結合はカドヘリンをアクチンへ

デスモソームは中間径線維へ連結

ヘミデスモソームは基底膜へ固定 剥離の深さで水疱症が決まる

密着結合は傍細胞経路を封鎖

クローディンが選択的透過性を決定

頂端側と基底外側を分ける柵

ギャップ結合はコネキシンのチャネル 電気的結合が心筋・平滑筋を同期

細胞外基質

不活性な詰め物でなく指示性環境

コラーゲン、エラスチン、プロテオグリカ

ン

コラーゲン水酸化にビタミンC

基底膜は四型コラーゲンとラミニン

浸潤には基底膜突破が必要

足場保持が秩序ある修復を促す

メタロプロテアーゼと組織阻害因子の均衡

過剰分解は動脈瘤、関節炎

損傷持続で瘢痕へ置換

上皮極性

頂端側と基底外側領域

結合、細胞骨格、方向性輸送が相互強化

方向性輸送は正しい配置を要する

極性喪失は上皮異形成の早期所見

細胞移動と浸潤

突出、接着、牽引、後端解離
Rho系グアノシントリホスファターゼが協

調

走化性、接触走性、硬度走性

捕捉、ローリング、接着、血管外遊走

セレクチンとケモカインによるインテグリン

活性化

接着分子欠損で組織へ届かない

上皮間葉移行は連続体 転移には循環中生存と新環境適応も必要

機械的シグナル伝達

力を生化学反応へ変換

インテグリン、カドヘリン、核ラミナなど

が感知

骨、筋、血管は力に適応

異常な力は線維化、変形性関節症

一成分の変異が強度と信号を同時に変える


